
第６学年 理科学習指導案 
                                    活動日    平成 1４年２月１６日  

                                    授業者    山本 勇二 

                                    活動場所   理科室( 校舎４階東)  

 

１．単 元 名 「電流のはたらき」 （全１１時間） 

 

２．単元について 

本単元のねらいは，鉄心に巻いた導線に電流を流すと，鉄心が磁化されることを調べ，電流には磁力を発生

させるはたらきがあるという考えを持つことである。そして，電磁石の強さや極は，電流の強さや向きによっ

て変わることをとらえるようにする。 

児童は，電流について３年生で電気の通り道(回路)ができると豆電球がつくことを学習し，４年生では乾電

池のつなぎ方や数によって豆電球の明るさやモーターの回り方を変えることを学習してきている。磁石につい

ては，磁石につくものとつかないものがあること，鉄の磁化，磁石の極や方位磁針について学習してきている。

現時点では，電流と磁力と結びつけて考えられる児童は，非常に少ない。 

指導にあたっては，児童が作った電磁石で，電磁石の性質を調べたあと，強力な電磁石を提示することによ

り，「もっと強い電磁石を作るにはどうしたらよいか。」という課題をもち，コンテンツを活用して実験方法を

分かりやすくし，できるだけ個別実験を行い，追求させていきたい。 

   

３．願う子どもの姿 

鉄心に巻いた導線に電流を流すと，鉄心が磁化され，電流は，磁力を発生させるという見方・考え方を持

つことができる。また，電磁石の強さや極は，電流の強さや向き，導線の巻き数によって変わることがわか

る。そして，電磁石の性質や働きを生かした物作りができる。 

 

４．研究内容との関わり 

 ○研究内容Ⅰに関わって（基礎・基本を確立するための，情報教育カリキュラムにのっとった単元指導計画の在り方） 

 実験方法を分かりやすくするためのコンテンツを作成し，実験の意義を理解したり，個別実験でも操作な

どに誤りがないようにしたりする。 

 ○研究内容Ⅱに関わって（基礎・基本の力をつける学習活動の在り方） 

 強い電磁石を提示することにより，「できるだけ強い電磁石をつくるためにはどうしたらいいか。」という

課題に対する予想を全員がもち，個別実験で追求し，自分が見つけたことを学習プリントに書き，伝え合う

ことで本時のねらいを達成できるようにする。 

○研究内容Ⅲに関わって（基礎・基本の定着を図る自己評価の在り方） 

 単元の最後に電磁石を使ったおもちゃ作りをする学習課程を組み，本単元で学習したことをそのおもちゃ

のどこに生かしているかを明確にする。 

 

５．単元指導計画 

 ね  ら  い 主 な 学 習 活 動 自ら学ぶ姿の育成 

第

一

次 

１

↓

３ 

・電磁石に興味をもち，そのし
くみを調べ，巻き線と芯で磁

石としての性質が分かる。 

・解体作業場の電磁石やキャッチャーゲームを見
て，そのしくみを調べる。 

・いろいろな種類の鉄心を使ったり，電流の向き
を変えたりして磁石としての性質を調べる。 

解体作業所の電磁石の映
像やキャッチャーゲーム

を見て，そのしくみを考え
たり，調べたりできる。 

第

二

次 

４

本

時

６ 

・電磁石のはたらきを大きくす

るためには，どうしたらいいか
を考え，電流を強くしたり，導

線の巻き数を多くしたりする
とはたらきが大きくなること

が分かる。 

・電流を強くしたり，導線の巻き数を多くしたり

して，電磁石のはたらきがどうなるかを調べ，
まとめることができる。 

・電流の強さや導線の巻き数を変える以外の方法
で，電磁石のはたらきを大きくする方法を考え，

実験する。 

電磁石のはたらきを大き

くする方法を考え，実験で
確かめることができる。 

第

三

次 

７

↓ 

11 

・電磁石を利用したものには
どんなものがあるかを調べた

り，電磁石の性質を生かした
おもちゃ作りをしたりするこ

とができる。 

・電磁石を利用したものには，どんなものがある
か，身近な資料で調べる。 

・電磁石の性質を生かしたおもちゃ作りをする。 
・電磁石の性質をどう生かしたおもちゃができた

かの発表会をする。 

電磁石のはたらきを生か
したおもちゃ作りをする

ことができる。 



６．本時の目標（５／１１） 

  電磁石のはたらきは，電流の強さや巻き線の巻き数の違いで変わるという予想を検証するために，実験を行い，

導線の電流を強くすることと巻き数を多くすることで，電磁石のはたらきが大きくなることが分かる。    

 

７．本時の評価規準 

実験の技能・表現 
電磁石のはたらきの大きさを電流の強さや導線の巻き数を変えて調べ，結果をまとめることが

できる。 

 

８．本時の展開 

段
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つ

か
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か

め
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ま

と

め

る 

１．本時の課題と予想について確認する。 

・電流を強くする(乾電池の数を直列につないで多くする)。 

・導線の巻き数を多くする。 

 

２．実験方法を確かめ，実験する。 

○各自，実験方法を考え，発表する。 

・乾電池の数を増やすときは，直列につなぐ。 

・電流計は，回路に対して直列につなぐ。  

・導線の巻き数を変える実験では，使うコイルの長さや太さは同じもの

にする。 

・電磁石のはたらきの大きさは，クリップのついた数で判断する。 

※１）電流計の読み方を確認する。 

※２）導線から出る熱や回路のショートなどに対する注意を与える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実験結果をまとめる。 

・各自行った実験の結果を発表する。 

 

４．課題に対する自分の考えをまとめ，発表する。 

・電磁石のはたらきを強くするためには，電流を強くしたり，コイ

ルの巻き数を増やしたりすればいいことが分かった。  

 電磁石のはたらきを強くするためにはどうしたらよいのだろうか。 

 

 

 

→本時は，電流の強さと巻き

数の違いについて調べる

よう指示する。 

◇実験方法を示す，デジタル

映像 

○実験を行うときの回路の

作り方や留意点などが分

かる。 

→デジタル映像の特性を利

用して，特に注意するとこ

ろなどは，点滅などの方法

を使って示す。 

→電流計の読み方を復習す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

→実験結果をコンピュータ

に打ち込む。 

◇打ち込んだ結果をグラフ

で表す。 

○クリップのついた数が，感

覚で多くなっているか，少

なくなっているか分かる。 

 

 

 


